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CFC ベトナム視察ベトナム視察ベトナム視察ベトナム視察 報告書報告書報告書報告書     
  

日日日日    程：程：程：程：2018 年年年年 10 月月月月 7 日（日）～日（日）～日（日）～日（日）～2018 年年年年 10 月月月月 12 日（金）日（金）日（金）日（金）    

訪問先：訪問先：訪問先：訪問先：ベトナム社会主義共和国ベトナム社会主義共和国ベトナム社会主義共和国ベトナム社会主義共和国     

   

ハノイ近郊  

1. HOPACO 社: Hoang Van Thu Paper JSC (Thai Nguyen 省)  

2. Phat Dat Paper 社 (Bac Ninh 省)  

3. Paper Village (Bac Ninh 省)  

   

ホーチミン近郊  

4. Cat Lai 港（HoChiMinh 市）  

5. 正陽紙廠責任有限公司（Cheng Yang Paper Mill 社） (Binh Duong 省)  

6. DOHACO 社: Dong Hai JSC (Ben Tre 省)  

7. 日本貿易振興機構(JETRO)ホーチミン事務所（HoChiMinh 市）  

   

  

視察目的：  

①製品市場並びに原料市場の調査  

②港湾における古紙輸入制限の現状確認 ③同国の再生資源輸入政策の動向確認  

  

 

参加者：４名（順不同）  

  

一宮紙原料株式会社  常務取締役  国本 剛  

株式会社石川マテリアル  執行役員事業部長  小野 裕典  

河村商事株式会社  部長  成田 智哉  

グリーンリメイク株式会社  部長代理  神山 靖規  

アテンド：   

国際紙パルプ商事株式会社  中部原料課  川波 貴彦  

シンガポール大永  ホーチミン事務所  布施野 達郎 所長  

シンガポール大永  ハノイ駐在  Mr.Pham Ngoc Tung 所員  

シンガポール大永  ホーチミン事務所  Ms.Nguyen Thanh Ngan 所員  
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【ベトナム社会主義共和国の概況】                    単位：千ｔ  

  ベトナム 2015 年  ベトナム 2016 年  日本 2016 年  

紙・板紙 生産量  2,365   2,500  26,275  

紙・板紙 消費量  3,913   4,230  26,132  

紙・板紙 輸入量  1,625   1,815  1,383  

紙・板紙 輸出量  77   85  1,553  

古紙 回収量  1,539   1,723  21,233  

古紙 消費量  2,128   2,306  17,031  

古紙 輸入量  590   584  43  

古紙 輸出量  1   1  4,138  

古紙 回収率  39   41  81  

古紙再生促進センター「世界の古紙統計」より作成  

 

【視察報告サマリー】 

 ①製品市場並びに原料市場について 

製品市場、原料市場ともに、米中貿易戦争による中国ユーザーの買い控えの影響により市

場は足下で軟化。相場は下がっているものの売れ行きについては全体的に好調を維持して

いる様子。ベトナムの市場構造は、製品、原料ともに需要が供給を圧倒的に上回っており、

中国ほど高い相場ではないが、他の東南アジア諸国よりも高い相場の維持が期待でき 

る市場である。  

  

②港湾における古紙輸入制限の現状について 

港湾の再生資源貨物による混雑状況は徐々に解消に向かっている。今年７月後半から、環

境基準が定められている３品目（紙・プラスチック・鉄）について、輸入ライセンスを保

有し所定の手続きを経れば、通常の検査手続きで輸入できるようになった。その結果、段

ボール古紙は輸入再開となったが、ミックス古紙は輸入できなくなった。元来、ミックス

古紙は輸入禁止だったそうで従来はこれが正しく実施運用されていなかったがここで是正 

され輸入できなくなった。  

  

③同国の再生資源輸入政策の動向について 

政府としては、再生資源が絶対的に不足しており今後も再生資源輸入は不可欠であるとの

認識のもと混乱を解消したい意向である。近頃、資源環境省は再生資源の輸入検査手続き

を簡略化するという議決（19-2018/NQ-CP）を行い、今後輸入検査は緩和される方向に 

ある。  

  

総 括 

ベトナムにおける資源環境規制の現状と動向を把握することができ、価格さえ合えば日本

品への支持が高いことも確認できた。視察は大変有意義であった。 
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2018 年年年年 10 月月月月 8 日（月）日（月）日（月）日（月）10:30～～～～13:00     
訪問先訪問先訪問先訪問先：：：：HOPACO 社：社：社：社：Hoang Van Thu Paper Joint Stock Company    
面談者面談者面談者面談者：：：：Hoang Minh Thong 社長社長社長社長     
  
基本情報  

会社名  HOPACO: Hoang Van Thu Paper Joint Stock Company  

所在地  ハノイ北部のタイグエン省（Thai Nguyen）  

キーマン  Mr. Hoang Minh Thong 会長  

主要生産品種  重袋用クラフト紙、中芯原紙、食品包装紙  

年間生産量  約 65,000ｔ  

  

①HOPACO 社はフランス植民地時代にフランス人オーナーにより 1913 年に設立されたベト

ナム初の製紙工場で、1945 年ベトナム革命後、新政府の紙幣用紙の生産を担っていたそう

である。2006 年までは国有企業だったが、2007 年に売りに出され Thong 社長が買い取った。

2007 年には１ラインのみで年産 15,000ｔだったが、2017 年には５ライン年産 65,000ｔと

なった。  
  

②2018 年末の新工場稼働開始により今後年産 160,000ｔとなる。現在の従業員は 310 名で

あるが、これから稼働する新工場のために目下 150人を求人中。別の新規プロジェクトも進

行中で 5 年後には年産 300,000ｔを目指している。  
  

③ベトナム製紙連合会(VPPA)は北部連合と南部連合から構成されるが、Thong 社長は北部 

連合の副会長であり、連合の古紙部会にも参加しているため原料事情に明るい。  
  

④生産量の現在と今後  

  月 産  年 産  備 考  

現 在  約 5,400ｔ  約 65,000ｔ  ５ライン  

今 後  約 8,000ｔ  約 96,000ｔ  2018 年新工場稼働後  

合 計  約 13,400ｔ  約 160,000ｔ    

  

⑤生産品種は３品種  
１．セメント向け重袋用クラフト紙 …原料 100%古紙  
２．段原紙（中芯） …原料 100％古紙  
３．食品包装 …原料構成 古紙 50％パルプ 50％  

 

⑥製品販売状況  
・重袋用クラフト紙の販売先は 100％中国向け。  
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・段原紙（中芯）については中国勢から引き合いが強かったが今は一服しておりこの

影響で製品価格は下落中である。ただしベトナム市場は毎年 10%超の成長を維持し

ており、製品市況は下落しているが製品販売は好調とのこと。 ⑦製品在庫状況は、

すべて受注生産で基本的に在庫はもっていない。  
  

⑧原料状況について  
・原料在庫は通常３ヶ月だが今は４ヶ月分の在庫を持っている。  
・古紙消費量は月間 6,000ｔでこの内、輸入品が 4,500ｔ、ローカル品が 1,500ｔ。  
・以前は日本品を主に買っていたが今は北米品がメインとなっており、欧州品、中東

品も買っている。日本品を買わないのは価格が高いから。  
・ベトナム政府による古紙輸入規制の厳格化により原料調達に苦労している。  
・ローカル品を買い入れているが同社門前掲示の買入価格表は不定期更新で、相場と

10％以上乖離すると価格更新するようだ。  
・ローカル OCC の買入価格 4,800VND/KG ≒ USD230/ｔ ≒ 工場着 JPY24.0/KG  
  

⑨古紙輸入規制厳格化の影響  
・現在、北米からの輸入品が船荷証券７件分（推定 3,500ｔ）港で輸入通関を止めら

れている。  
・税関検査で品質基準違反（禁忌品率＞２％）となると船荷証券あたり US$50,000 
罰金発生となり、８ヶ月間輸入禁止となる。もし船荷証券７件とも基準違反となる

と 大 US$350,000 の罰金発生となり大打撃となる。  
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2018 年年年年 10 月月月月 8 日（月）日（月）日（月）日（月）14:00～～～～15:30  
訪問先：訪問先：訪問先：訪問先：Phat Dat Paper 社（社（社（社（Bac Ninh 省省省省））））     
面談者：面談者：面談者：面談者：Mr.Cao Dinh Phuc     
  
基本情報  

会社名  Phat Dat Paper Company  

所在地  ハノイ東部のバクニン省（Bac Ninh）  

キーマン  Mr. Cao Dinh Phuc 副会長  

主要生産品種  Ｋライナー原紙、ライナー原紙  

年間生産量  約 30,000ｔ（増設により来年から年産 130,000ｔ前後を見込む）  

  

①現在３ラインを有しており生産量は現状、月産 2,500ｔ年産 30,000ｔである。  
  

②生産品種は、K トップライナーとテストライナー 。 

  

③原料投入量  
・UKP 月間 450ｔ 年間 5,400ｔ  
・OCC 月間 2,250ｔ 年間 27,000ｔ 

輸入品は 25%で、月間 560ｔ 年間 6,750ｔ  
ローカル品は 75％で、月間 1,687ｔ 年間 20,250ｔ  
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④ローカルから調達する OCC の約７割は DLK（新裁落段ボール）である。  
・DLK購入先と内訳は次の通り。 

ダイナパック   月間 500ｔ 

王子テックス   月間 300ｔ 

ボックスパック※ 月間 400ｔ（※マレーシア系） 

合 計      月間 1,200ｔ 

・DLK の価格は工場着で US$248/mt。  
  

⑤段ボール原紙の新ラインを建設中で 6ヶ月後の 2019 年 4 月から操業開始を目標にしてい 

る。新ラインは月産 7,500～10,500ｔ（日産 250～350ｔ）で、OCC 投入量は月間 8,000ｔ。

原料調達量が大幅増量となるため、今後中長期的には日本品も調達が必要と考えている。  
   

⑥製品価格  
K トップライナー US$580/mt（工場出荷価格） 

テストライナー US$555/mt（工場出荷価格）  
K トップライナーとテストライナーの価格格差は US$25/mt  

  

⑦製品販売状況  
・以前は中国に今よりも多く輸出販売していたが、今は主要市場をベトナム国内市場

と定め、産出の 10%を超えて中国へ輸出しないようにしている。足元では中国ユー

ザーへ輸出販売していない。・中国ユーザーは国内よりも約 US$30/mt安いが即金払

いと支払条件がよくキャッシュ・フローの面で重宝していた。ちなみに国内ユーザ

ーの支払条件は納入後 45 日後払い。  
  

⑧米中貿易戦争の影響  
・中国人民元安が 10%ほど進んだことや、米中貿易戦争の影響を懸念して、中国勢

の買い入れが一服している。  
・以前は、ベトナム北部地域は中国に近いこともあって中国原紙メーカーが OCC を

ベトナム側へ買いに来ていた。このためローカル OCC価格は高騰し、一時は

US$300/mt を超えていた。今は中国勢が調達を控えているためローカル OCC価格は

下落している。直近は US$240/mt ほど。  
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9  

 



10  

 



11  

  
 

 

 

2018 年年年年 10 月月月月 8 日（月）日（月）日（月）日（月）16:00～～～～17:00     
訪問先：ペーパービレッジ訪問先：ペーパービレッジ訪問先：ペーパービレッジ訪問先：ペーパービレッジ（（（（Bac Ninh 省省省省））））     
  

①北部ベトナム 大の製紙の産業集積で、およそ 90～100 の製紙工場が連なる。  
ベトナム全土の製紙工場数が約 600 であるから、その約 6分の 1 をこの地域が占める。  
段原紙・衛生紙メーカーが多い。ここでの労働者は基本的に月給制で月給は約 US$500 と同

国においては比較的高い。  
  

②ペーパービレッジ内を車で走行し車窓から見学予定であったが、ビレッジ入り口付近が洪

水となっていたため、車での侵入を断念。入り口から近い場所を徒歩で散策することに。  
原料古紙を積んだと思しきコンテナトレーラーやローカルのトラック・乗用車は、洪水をも

のともせず往来している。  
  

③区画整備されないまま各所に工場が構えられており、原料古紙がメーカーの敷地外の路端

にも積まれている。環境的な配慮は全く成されていないと言ってよく、ゴミや工場排水が外

に垂れ流されている。約 10 年前の中国・富陽地区よりも酷い環境汚染が見られた。原料古

紙の品目で目にしたものは段古紙・雑袋。日本品も散見された。  
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2018 年年年年 10 月月月月 9 日（火）日（火）日（火）日（火）15:00～～～～16:00     
訪問先：訪問先：訪問先：訪問先：HoChiMinh Cat Lai 港（港（港（港（Saigon NewPort 社）社）社）社）     
面談者：面談者：面談者：面談者：Ocean Network Express 社・中野様、近鉄エクスプレス社・有田様社・中野様、近鉄エクスプレス社・有田様社・中野様、近鉄エクスプレス社・有田様社・中野様、近鉄エクスプレス社・有田様     
  

  

①Cat Lai 港の一日当たりのコンテナ取扱量は輸出入合計で 10,000TEU。この内、約 55%が

輸出で約 45％が輸入である。この輸出入の比率は時期によって変動するが前後 1%程度。ク

リスマス前の 11 月が輸出の繁忙期で春節後の２月が輸入の繁忙期である。  
  

②CY で働いている人数はおよそ 800 人。ガントリークレーンの運転員は 24h 時間４交代制。

管制塔のオペレーターは 24時間３交代制。  
  

③CY には約 50,000個コンテナ（90,000TEU）が置かれているが、このうち約 7,000個（ 

14,000TEU）が輸入廃プラスチックのコンテナで輸入許可が下りずに CY で滞留したままと

なっている。このため膨大な金額の保管料（デマレージ）が発生しておりそれは発荷主 

（シッパー）か受荷主（コンサイニー）かが負担することになるが、解決の見通しは立って

いない。  
  

④今年の 4 月頃から港へ荷揚げされた廃プラスチックのコンテナの搬出が滞りはじめた。税

関へ輸入申告しても輸入許可がスムーズに下りなくなったため受荷主（コンサイニー）が引

き取りたくても引き取れない状況が重なり混雑混乱を極めた。  
  

⑤6 月-7 月にかけて実施された税関による再生資源貨物の「輸入全検査」の際は、CY外に

ある税関の検査場へ搬出され開梱検査が実施されたそう。  
  

⑥Cat Lai 港においては未だ混雑解消には至ってないが、一時期よりも混雑状況は緩和され

てきている。  
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2018 年年年年 10 月月月月 10 日（水）日（水）日（水）日（水）10:30～～～～13:00     
訪問先：訪問先：訪問先：訪問先：    正陽紙廠責任有限公司（正陽紙廠責任有限公司（正陽紙廠責任有限公司（正陽紙廠責任有限公司（Cheng Yang Paper Mill Co., Ltd））））     
面談者：面談者：面談者：面談者：    姚姚姚姚 継飛継飛継飛継飛 総経理（総経理（総経理（総経理（Mr.Yao Ji Fei）、美国中南日本／王）、美国中南日本／王）、美国中南日本／王）、美国中南日本／王 磊シニアマネージャー磊シニアマネージャー磊シニアマネージャー磊シニアマネージャー     
   

基本情報  

会社名  正陽紙廠責任有限公司（Cheng Yang Paper Mill Co., Ltd）  

所在地  ホーチミン北西のビンズオン省（Binh Duong）  

キーマン  姚 継飛 総経理（Mr.Yao Ji Fei)  

主要生産品種  段ボール原紙（ライナー原紙 60％、中芯原紙 40％）  

年間生産量  約 500,000ｔ（1 号機: 約 100,000ｔ、2 号機: 約 400,000ｔ）  

  

  

①正陽紙廠責任有限公司（Cheng Yang Paper Mill 社）は玖龍紙業の完全子会社で、事実上

の玖龍紙業ベトナム工場である。2006 年に台湾資本により設立され、2008 年に玖龍紙業が

買収して今に至る。  

  

②古紙ジャーナルでは新マシン（２号機）稼働は 2018 年 9 月からと報道されているが、実

際は約１年前の 2017 年 8 月から営業運転している。年産は１号機が約 100,000ｔと２号機

が約 400,000ｔの合計で年産 500,000ｔ。原料はほぼ全て OCC で使用量は年間 600,000ｔ前
後。  
  

③原料はほぼ 100％OCC段ボール古紙で、ライナーには少量だが UKP（未晒クラフトパル

プ）も使用している。OCC の調達構成は次の通り。  
    

 月 間  年 間  

ローカル OCC  10,000ｔ  120,000ｔ  

輸入 OCC  40,000ｔ  480,000ｔ  

米国品（AOCC）  25,000ｔ  300,000ｔ  

欧州品（EOCC）  20,000ｔ  240,000ｔ  

その他（※）  5,000ｔ  60,000ｔ  

合 計  50,000ｔ  600,000ｔ  

※新嘉坡品・香港品・韓国品   
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④近年ベトナムの経済成長は著しいが、ベトナムは輸出国であり、輸出される財貨のパッケ

ージとして古紙が国外に出ていくため、ベトナム国内で発生し回収される古紙（以下ローカ

ル古紙）は限られている。同工場が位置するベトナム南部地域ではローカル古紙は月間 

50,000ｔしか発生しない。ベトナム北部地域もおそらく同量くらい。ローカル古紙は限られ

ており、国内のほとんど全てのメーカーが輸入古紙に頼らざるを得ない状況。 ⑤輸入品の調

達先は価格によって変化する。繊維強度の理由から AOCC を一番重視している。AOCC は

＃12 ではなく全て＃11 である。日本品は以前使用していたが現在は使用していない。その

理由は日本品の価格が高いということもあるが、品質面でリスクの低い日本品は可能な限り

中国へ向けるという玖龍紙業全体の調達方針によるところが大きい。  
  

⑥サウジなど中東品に興味ないか確認したところ、品質レベルを把握してないので何とも言

えないとの回答。中東品はこれまで使用したことがない様である。  
  

⑦中国工場と同様、輸入古紙は原則すべて美国中南を通じて購入するが、ローカル古紙は地

場問屋から直接購入している。  
  

⑧原料在庫状況は、適正量は 20,000ｔだが、現状 30,000ｔと在庫過剰となっている。  
   

⑨原料品質の評価  
・米国品は繊維強度が良く 重要視している。  
・日本品は繊維強度は良くないが Outthrow が少ない。  
・ローカル品は選別が行き届いておらず品質は低い。  
・製品に高い強度が要求される場合は、繊維長のある米国品の配合比率を高める、工

場の歩留まりを改善する場合は、短繊維だが Outthrow が少ない日本品の配合比率を

高める、など目的に応じて原料を使い分けている。  
  

⑩ベトナム国内の製品市況は、中国よりも安いが、その他アジア諸国よりも比較的高い。足

下の売れ行きはあまり良くない状況。  
  

⑪販売先構成は、製品の 70％はベトナム現地の製函メーカーへ販売している。残り 30％は

国外へ輸出しているが輸出先は必ずしも中国だけではない。必ずしも玖龍紙業グループへ内

販しているわけでなく、販売先は状況によって変えており一定ではない。  
  

⑫製品在庫状況は、すべて受注生産のため基本的に製品在庫をもたないが現在は在庫が溜ま

っている。  
   

⑬ベトナム環境規制強化の影響  
・ベトナムでは一時的に中国よりも税関検査が厳しかった。一時的に米国品のみなら

ず全ての地域からの輸入古紙を 100％開梱検査していた。（参考: 中国税関検査は米

国品のみ 100％開梱検査でその他の欧州品や日本品は 10~20％が開梱検査である）  
・以前は輸入 OCC の入荷が滞っていたが現在は状況改善されてきている。  
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 ⑭今後の見通し  

・ベトナム経済構造が輸出国である以上、今後も国内回収古紙量のみでは国内製紙工

場の原料古紙需要を満足することはできないため、輸入古紙に依存せざるを得ない

状況は今後も長期的に続くだろう。  
・原料調達事情は厳しいが工場としてはフル生産していかなければならない。フル生

産でなければコスト面で採算とれない。  
・今後環境規制の厳格化が進めば、競合する中小工場は淘汰されていくはず。それは

同社にとって原料古紙の調達余地が増えるということでそこに期待している。  
・ベトナム現地での製品需要もまだ限られているため、今後輸出を含め製品販路開拓

も重要である。  
  

⑮製紙工場では新マシン（2号機）を見学した。概要は次のとおり。  
・Valmet 社製で 2017 年 8 月から営業運転開始  
・抄幅 6,600mm 抄造速度は約 1,000m/min  
・1 日あたり約 1,400ｔの生産能力だが日産実績は約 1,100ｔ前後の様だ。  
・一組８人による４組３交替制で 24ｈ運営。東莞工場と同様。  
・工場の現場スタッフの方は現地ベトナム人  
・同社グループ方針により写真撮影禁止のため Valmet 社のイメージ図を引用する。 

マシンサイドに修理や保守のための部品類など皆無であった。  
  

Valmet OptiConceptM 段ボール原紙製造ライン 

  
  

（http://hugin.info/149898/R/1767101/600240.jpg より引用）  
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 2018 年年年年 10 月月月月 11 日（木）日（木）日（木）日（木）10:30～～～～12:00     
訪問先：訪問先：訪問先：訪問先：DOHACO: Dong Hai Joint Stock Company of Ben Tre Giao Long Paper mill 
    面談者：面談者：面談者：面談者：Mr. Le Ba Phuong 社長社長社長社長     

  

基本情報  

会社名  DOHACO: Dong Hai Joint Stock Company of Ben Tre   

所在地  ホーチミン南部のベンチェ省（Ben Tre）  

キーマン  Mr. Le Ba Phuong 社長  

主要生産品種  段ボール原紙（ライナー原紙 60％、中芯原紙 40％）  

年間生産量  約 72,000ｔ（※2019 年新マシン稼働後は約 312,000ｔ）  

   

①段ボールの原紙工場と製函工場を有する一貫メーカーで 1994 年に国営企業として設立。  
2008 年 7 月に民営化し、2009 年 7 月にホーチミン証券取引所に上場。最大株主は日本の大和証券（ 

16%）である。Phuong 社長によると同社はベトナム製紙産業界において第６位に位置する製紙メーカ

ーで外資を除けば第２位とのこと。  

  

ベトナム製紙メーカーのランキング  
１．Vina Kraft Paper  
２．Nine Dragons Paper (Cheng Yang Paper Mill)   
３．Lee ＆ Man  
４．Cheng Loong Paper  
５．Thuan An Paper  
６．６．６．６．DOHACO     
７．Saigon Paper  

   

②生産品目は段ボール原紙のみでライナー原紙 60％と中芯原紙 40％。生産量は、現在は１号機のみ 

で年産 72,000ｔだが、来年 2019 年に稼働する２号機（新マシン）を加えると年産 312,000ｔとなる。  

  月 産  年 産  備 考  

１号機  6,000ｔ  72,000ｔ  2004 年 6 月営業運転スタート  

２号機（新マシン）  20,000ｔ  240,000ｔ  計画値（2019 年営業運転スタート予定）  

合 計  26,000ｔ  312,000ｔ    

   

③製紙原料はすべて OCC 段ボール古紙で、現在稼働している１号機の調達先はローカル品が 50%で

輸入品が 50%であるが、新マシンはローカル品が 20%で輸入品が 80％となる予定。月間使用量をま

とめると下表のとおり。２号機使用量は計画値である。  

  １号機  ２号機（新マシン）  合 計  

ローカル品（OCC)  3,000ｔ  4,000ｔ  7,000ｔ  

輸入品（OCC)  3,000ｔ  16,000ｔ  19,000ｔ  
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合 計  6,000ｔ  20,000ｔ  26,000ｔ  

  

④ローカル OCC の価格は、先月までは高騰していたが最近は下落してきている。前月 9 月 11 日の 

US$239/mt がピークで、10 月 11 日現在は US$217/mt が相場。もともとローカル品相場が高騰してい 

たのは、政府の古紙輸入規制徹底による混乱の影響で輸入品の入荷が滞りその分だけ需要がローカル

品へ向かっていたから。輸入に係る諸手続きの混乱が解消され、以前より輸入品の入荷がスムーズに

なってきたことで、ローカル品の相場は元に戻ってきている。  

  

⑤輸入 OCC の内訳は米国品 70%、欧州品 30%で、現在は日本品を含めアジア圏からは調達していな

い。日本品は価格が US$200/mt超えた頃から購入を止めた。現在の調達価格は、米国 OCC#11(95/5) 
が US$155-165/mt、同品質(95/5)の欧州 OCC が US$145-160/mt である。  

  

⑥同社は大手のためもともと多くの原料古紙サプライヤーをもつが、政府の古紙輸入規制徹底により

サプライヤーの数は絞られてきているようだ。  

  

⑦販売先構成について、原紙工場（Giao Long Paper Factory）に隣接して製函工場（Ben Tre  
Packaging Factory）を有するが、生産原紙のうち自家消費は 15%で、その他 85％は他社へ外販して

いる。  

  

⑧製品価格について、今は中国勢の需要が弱く、製品価格は下落している。  

  

⑨今のところ価格が合わないため日本からの原料古紙調達を止めているが、最大株主が日本企業であ 

ることもあり、同社としては価格さえ合えば日本からの原料調達を再開したい意向である。  
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2018 年年年年 10 月月月月 11 日（木）日（木）日（木）日（木）15～～～～16 時時時時     
訪問先：訪問先：訪問先：訪問先：独立法人日本貿易振興機構（独立法人日本貿易振興機構（独立法人日本貿易振興機構（独立法人日本貿易振興機構（JETRO）ホーチミン事務所）ホーチミン事務所）ホーチミン事務所）ホーチミン事務所     
面談者：小林面談者：小林面談者：小林面談者：小林    亜紀亜紀亜紀亜紀    リサーチディレクターリサーチディレクターリサーチディレクターリサーチディレクター     
   

①2018 年 1 月からの中国環境規制強化により、これまで中国へ輸出されていた再生資源貨

物が東南アジア諸国へ殺到し、ベトナムでも輸入再生資源貨物による廃棄物汚染が問題化し

た。  
  

②2018 年 6 月からベトナム税関は輸入再生資源貨物の全コンテナを開梱して検査する「輸

入全検査」を実施しはじめた。この「輸入全検査」は、米国品だけではなく全ての国からの

輸入再生資源貨物を対象としたもので、中国よりも厳しい内容である。  
  

③この「輸入全検査」によって港に再生資源貨物のコンテナが滞留し船会社が新たな船積を

受け付けなくなった結果、事実上、再生資源貨物の輸入がストップした。  
  

④輸入ライセンスを発行するのは資源環境省だが、資源環境省が税関に対し輸入ライセンス

に関する保有企業名・品目・割当量など情報を開示しておらずベトナム税関が輸入ライセン

スの有無を確認できなかったことも混乱した要因とのこと。  
  

⑤７月後半から、環境基準が定められている３品目（紙・プラスチック・鉄）については、

輸入ライセンスを保有し所定の手続きを経れば、通常の検査手続きで輸入できるようになっ

た。もともと定められていた規制が正しく実施運用なされていなかったが、ここで是正され

たというのが実態のようだ。  
  

⑥その結果、７月後半から段ボール古紙は輸入再開となったが、ミックス古紙は輸入できな

くなった。もともとミックス古紙は輸入禁止されており、これが正しく実施運用されていな

かったがここで是正され輸入できなくなった。  
  

⑦政府としては、再生資源が絶対的に不足しており今後も再生資源輸入は不可欠との認識の

もと混乱を解消したい意向である。近頃、資源環境省は再生資源の輸入検査手続きを簡略化

するという議決（19-2018/NQ-CP）を行い、今後輸入検査は緩和される方向にある。  
  

  

以上  


